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野幌から秋の便りです

1 0 . 3  乙部岳の黄葉

　すっかり秋が深まり、この間までの暑さが遠い日のことのよ

うですね。大雪山系ではいつもの年より遅い初冠雪が報じられ

ました。皆さまはお元気でお過ごしでしたか？急な寒さで風邪

が流行っているようです。私は毎週のように山に登っていまし

たので元気です。

　山以外でもさまざまなイベントがあり、忙しくて今号も発行

が遅れましたことをお詫び致します。毎回同じような事を書い

ているようで、続ける意義はあるのだろうかとちょっと悩んで

いました。いつもの紙面を変えて1～2ページは私を励ましてく

れたお便りを紹介します。

「車イス生活の夫は民医連のおかげで20余年生きさせてもらっ

ています。正直、介護はつらいです。きついです。でもネ、ほんの少しの光を見つめて自分を奮い立た

せています。その介護の中で私は左肩のけん盤を切りました。80日の入院、リハビリで健人に戻りま

した。でも風の強い日はしびれます。エアコンも駄目。略。丘珠病院が私を育ててくれたのだからと、

若いナースにガンバレーと声援をおくっています」とＴさん。私にとっても忘れられない患者さんでし

た。入院当初、検査するのを嫌がり、怒りに満ちた顔が、病気を受容されてからの変化が素晴らしかっ

たです。院内の敷地で行われた運動会では楽しそうな笑顔が忘れられません。丘珠病院で患者に寄り添

う医療の原点を教えられました。自宅で介護を続けながらも、心にゆとりを忘れない姿にハッとさせら

れました。

「11月に72歳になります。肺がん手術をして12年。肺は心配なし。2年前より乳がん。1回目は検査の

結果、自然治癒してました。また乳がんになったら、定期的な検査は受けますが治療は受けません。私

の治療法は玄米、菜食、運動、コミュニケーションです。放射線も抗がん剤も免疫力を弱めます。治る

という強い意志と4つの方法が私流です」とＦさん。自然保護の活動や、札幌郷土を語る会など多方面

で活躍しています。医療を否定はしませんが、Ｆさんから元気をお裾分けしてもらいました。

「銀河通信が22周年を迎えたことに心からの敬意を表します。

印刷して発行する意義は間違いなくあります。僕はこれまでネ

ットで読んだことはありません。ネットを否定するわけではあ

りません。ネットで読むのが自然な世代に読者を広げた意義は

大きいと思います。「印刷の意義があるのか」なんて懐疑的に

ならずに、銀河通信には紙の読者がどーんと後ろに控えている

という気持ちでいてください。ー父が7月3日に亡くなりました

6月29日夜に胸が痛いと訴え、救急車で入院、5日目の未明に息

を引き取りました。86歳でした。12月から富山で父と一緒に暮

らしはじめて半年の間は介護の泥沼にはまった、いつまで続
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1 0 . 3  乙部岳でオオカメノキの

　実が真っ赤でした。



くぬかるみぞ、と先の見えないという気分で憂鬱でした。半年がすぎて

5月ごろから、このまま一緒に暮らしていけるかなと思えるようになっ

た矢先の死でした。父が生きていれば、自分の人間性が確実に深まった

と思うと残念です。ー定年退職で企業との縁は切れましたが当時はする

必要のない自主規制をして情けない思いをしていたので、何ものにもと

らわれる必要がなくなった、これからがジャーナリストとして真価を問

われる正念場だと思っています」と広島のＳさん。30年来の友人です。

身びいきを差し引いても嬉しいメールでした。銀河通信はまだまだ続け

るぞと思いを新たにしました。 8.14 快晴の桂月岳で

「銀河通信 22周年, 御目出度う 御座居ます!。非常に有意義なメ一ルです,。今後の発展期待しており

ます」と台湾の張さん。昨年、台湾訪問の時に台湾の最高峰玉山のお話を伺いました。自然保護に配慮し

て登山者は1日90人に制限されています。70代半ばですが、毎日のように山歩きして写真の腕もプロ級で

す。日本語も達者な方です。

「ペンケヌーシ岳に登ったのですね、頂上の標識が懐かしいです。5月1日の時は、つららが横になびいて

いました。ー銀河通信は生きているうちは続けてください。継続は力なりです」と京極さん。道内1500ｍ

以上の山、150峰夏冬登頂を成し遂げました。登頂できず何度も通った山もあったに違いありません。目

標があるって素敵ですね。京極さんはルートが確立されていない山を頭を働かせて登る過程が楽しいとも

語っています。私も少しでも読みやすくて、心に残るような通信を書きたいと思います。

「苦難もあったことと思いますが、長きにわたり、継続されてきた本物の底力に敬意を表します。今後、

25年、30年と続けられ、読者を楽しませていただきますよう念願しています。ー７月21日から北海道へ行

って昨日戻ってきました。雨が多く、メインの知床岳、ペテガリ岳、そして、ペンケ、チロロ岳も登山す

るような状況でなく、日高では林道に入り、濁流を見て直ちに登山を中止しました。折りしも糠平岳の遭

難もあり、友人を心配させました。台地林道から扇沼山～三川台～トムラウシ山を往復できたのが唯一の

成果。花や紅葉の時期がお勧め、できれば、もう一度行きたいコースです。美瑛川の対岸のオプタテシケ

山は、長い歩きに疲れた縦走者を拒むように、凛とした美しい姿が指呼の間にあって印象的でした」と加

賀の大庭さん。2007年にパンゴン山脈マーン峰6342ｍを登頂し、その記録が豊富な写真と臨場感あふれ

8 . 6 夕張岳のシオガマギク

る文章で綴られています。

「私はいま「井上ひさし没後１周年記念講演会」を準備しています2

011年4月23日：教育文化会館　講演は早乙女勝元さんで「憲法と平

和と私とーある作家の体験ー」に決まりました。これから実行委員会

を作り準備します。内容が具体化したら、メール送りますので銀河通

信に載せてください」と今野さん。是非聴きたいです。読者にお知ら

せしますね。

「山に登り、本を読み、映画を観て、8ページの銀河通信作ることは

誰でも出来る事ではありません。毎回の事ながらこれだけに書いてま
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とめる事は大変な作業です」と甲府市のＳさん。

「一昨年民医連を定年退職しました。現在は系列の薬局でパートで働いています。退職後はいろいろやり

たいと思っていましたが、時間外の拘束はないものの今だ仕事に追われる毎日です。通信からはいつも刺

激をもらい映画、読書の参考にしています。通信の発行が何ヶ月に1回になっても良いじゃないですか、こ

れからも無理をしないで続けてください。なかなか会えませんが元気でね」とＳさん。かつての職場の上

司です。「深夜、台所のテーブルで・・・その光景が目に浮かんできそうです。女性にとって台所は生活

の場であり、夜中の台所テーブルは神聖な発想の源でもあるのですね。さてさて、わたしに樋口さんのよ

うなパワーと情熱があるか？・・考えました」とＫさん。「丁寧な充実した内容だと思いつつどのページ

も釘付けで読んでおりますが、読み終わって、なんかホワッとした気持ちになりあ～がんばっているなぁ

と。元気を頂いております」とＮさん。お便りではありませんが、9月11日に300名山を達成した坂口一弘

さんからもたくさんの元気をもらいました。一人歩きの北海道山紀行にあった文章です。『道外の主立っ

た山を登り終えて思う北海道の山の魅力は、「原始性が残り、登山の醍醐味を味わうことができること」

「一面に咲き乱れるお花畑の広大さ」「森林限界が低いので、向こうの山より1000m低い山でも、同じく

らいの高山の雰囲気を味わえること」などであろう』と。まだまだ私には未知の山がたくさんあります。

集会の準備や会議などで忙しい日々。だからこそ山に登っている時の、苦しいけれど自然の中にどっぶり

と浸っている時間のかけがえのなさを実感します。もうそれだけで十分だから、銀河通信は、息が切れた

ら辞めようかなと考えたこともありました。でも好きな本を読み、映画を観たら、なんとかその感動を伝

えたくなるのです。文才がないために伝えきれないもどかしさはありますが、私はそれらから世界で起き

ている戦争や貧困や人種差別などさまざまな事を学びました。銀河通信を通して興味を持つきっかけにな

ればと思います。たくさんのお便りに励まされました。ありがとうございます！



秀 麗 な 爺 々 岳
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追記：知床岳撤退後、一緒に行った３人の仲間が2週間後に再挑戦

し見事に登頂しました。私のＧＰＳは藪こぎ中か休憩の時にザック

の天蓋のチャックからこぼれ落ちて３人にも探して頂きましたが見

つかりませんでした。

みな子の山旅日記みな子の山旅日記みな子の山旅日記

　8月20日（金）札幌から８時間かかって17:00羅臼に到着。実

に走行500ｋｍ。遠いなあ。羅臼北浜のフィールドセンターに立

ち寄り、熊から安全を守るためにフードロッカーを借り、北浜

番屋に集合しました。しばらくして北見からリーダーのＭさん

も到着。にぎやかな夕食になりました。

　8月21日（土）共同装備はリーダーのＭさんが用意したテント

、札幌のＳさんのテント、ツエルト、３日分の食料等、全員で

分担して相泊の駐車場を8:40出発。海岸線を２時間歩く。そこ

から観音岩への取り付きの崖にたじろぎました。何せ、大きな

ザック。リーダーはロープを出し、慎重に登ります。なんとか

全員クリアーし観音岩着。11:30 昼食としました。

原始の山、知床岳

小雨もやみ、漁の安全を祈願する観音さまがいくつも高い岩の上や、平らな岩に並んでいて、心和みまし

た。国後や秀麗な爺々岳が海に浮かんで見えました。

　この日は青沼でテントを張る予定。ウナキベツ川の橋をわたり、ロープに頼りながら急斜面に取り付き

ました。踏み跡はいくつもあり、私たちはウナキベツ川本流沿いに歩いていたつもりが、登ったことのあ

る函館のＫさんが、この川は本流じゃないぞと。また来た道を戻り、地図とＧＰＳで確認してウナキベツ

川に出ました。たくさんの踏み跡がありいずれに進むべきか何度も確認。１時間のロスでした。途中、熊

8 . 2 2 知床沼で

の大きな足跡あり緊張！川から離れ、なだらかな道を辿っていくと

スレート平がみえ、小さな川の先に青沼がありました。15:35着。

テントを張りこの日の登山を終えました。乾杯のビールが体中にし

みわたるくらい美味しかったです。

　8月22日(月)3時半起床。なんとか天気が持ちそうで安堵。出発は

４時半の予定が５時に。ここから知床岳を12時間で往復する予定で

す。荷を軽くしての登山ですが、途中、ビバークも想定してのツエ

ルトの準備もして出発。かなりの急登をあえぎながら進むと、原始

の姿をとどめるカール状の岩壁がそびえるように目の前に現れまし

た。大きくて圧巻。崩れ落ちているような急斜面の登りが何度も続
8.21 青沼でテントを張る

き、崩壊地形の縁を慎重に進みました。ポロモイ台地にようやく乗っ

たのは7:10。ここからは猛烈に厳しいハイマツの藪こぎが待っていま

した。足元も悪く、岩あり、倒れた切り株あり。ようやく知床沼に。8

:23こんな奥深くに大きな沼があるなんて自然の造形に感動しました。

ここで大休止としました。

　「ここでテントを張れたらいいな」と思いましたが、2005年に知床

は世界自然遺産に指定され、知床沼での野営は禁止されています。

　1132ピークの取り付きの踏み跡が笹とハイマツに隠れてなかなか分

からず苦労して進みます。ハイマツ漕ぎと足元の岩や倒木などに緊張

を強いられながら進むが、登山道よりはるかに時間がかかりました。
カール状の岩壁

1132ピークに出ると強風とガスがひどくなり,10:30撤退としました。頂上11:30を予定していましたが

青沼のテント場に戻るには頂上は無理と判断。青沼15:45でした。無事に戻れた安堵感でいっぱい。

　8月23日（月）皆、早くから目覚め、ザックの整理などをして少し早い朝食を終え

テントを撤収。青沼7:40出発。海岸線に出るとみな安心したのかお茶を飲んだり、

海岸線の花を楽しんだりして相泊12:40でした。陽気も良く、海岸線には昆布が敷

き詰められ、青い海と船、昆布、漁師が夏の風物詩のようでした。

　頂上は踏めませんでしたが、原始の山を満喫しました。想像以上のハイマツ漕ぎ

の厳しさと、登山者が迷ってできたたくさんの踏み跡。地元では世界遺産に指定さ

れて笹刈りは行わないようですし、今後ますます登りにくい山にな

るのかも知れません。阿寒に着く頃には激しい雨になり民宿に泊ま

り、24日早朝に立ち帰宅しました。長距離運転のＴさん、お疲れさ

までした。

青い空とかもめ

中央　秀麗な爺々岳



360度の展望に感激！夕張岳

雨の山トイレデーはニセイカウシュッペ山

快適なパトロール登山ー黒岳～桂月岳

　今年は２度夕張岳に登りました.。8月5日は夕張岳ヒュッテの

管理人のお手伝いで。メンバーは４人でしたが、朝8時に前日の

管理人さんと交代し朝食を取り、ヒュッテとトイレの掃除、登山

口のトイレの掃除を終えると登山客が降りてくるまで何もありま

せん。それぞれに思い思いに過ごしました。私は午睡。本も読ま

ず、まさにぼんやりの時間が気持ちよかったです。この日は天気

も悪く数人の登山者のみ。翌日は仲間二人を加えて6人で夕張岳

に登りました。今にも雨が落ちそうな天気で眺望は何もなかった

です。頂上まで4時間でした。

　9月11日はヒュッテでＪＡＣのメンバー9人とユウパリコザクラ

の会のメンバーとの交流会があり、コザクラの会の活動をＨ野さんがス

ライドで紹介。私も山の自然保護がどこまで進んでいるか話しました。

　翌日も快晴です。７～８月前半の雨の多かった山から久しぶりに気持

ちのいい山歩き。望岳台からは芦別岳や崕山を望み、頂上ではどの展望

、ニペソツ山やウペペサンケ山などの大雪山系、日高山脈、札幌近郊の

山々も望めました。50年ぶりに登ったＮ子さんは感激しきり。私も高校

生の時に初めて登った原点の山ですが、これほどの眺望は記憶にありま

せん。私たちは山のトイレデーにも参加し、登山者にマナーガイドと、

マナー袋を手渡しし啓発活動も行いました。途中で写真家の梅沢俊さん
とお会いしました。夕張岳ではエゾシカ

の食害で高山植物が危機に瀕しています

。吹き通しに電気柵が初めて設置されま

した。10月に柵は撤去されましたが、効

果が注目されます。10月11日Ｌプラザで

エゾシカシンポジウムが開かれますので

関心のある方はご参加下さい。

　ヒュッテ前ではコザクラの会が用意し
9 . 1 2 吹き通しの電気柵

望岳台からの展望

建設します。募金にもご協力下さい。１口千円。振り込みは02750-6-97634です。

て下さった流しソウメンが美味しかったです。夕張岳ヒュッテを新しく

　9月5日（日）はニセイカウシュッペ山で山のトイレデーをメンバー５人

で行いました。トイレデーは10回目になるそうです。

私もさまざまな山で参加してきましたが昨年の樽前山も雨でした。朝から

札幌は曇り空。天気予報は午後から雨でしたが、ニセカウに向かう途中か

ら雨に変わりました。

　誰も登っていないのではと思っていたら、駐車場には６台の車あり。ス

タートから霧と雨で全く眺望が無い中での活動でしたが、登山者やツアー

ガイドさん、みなさん好意的で関心を持ってマナーガイドやマナー袋を受

け取ってくれました。登山口にトイレがない山なので、以前は駐車場付近の草むらにはテイッシュが散乱

していましたが、地元の山岳会が清掃して下さったのでしょうか？綺麗になっていました。表大雪の展望

台ともいえる山で、最近は本州からの登山者も多い山です。マナーを守ってテッシュの持ち帰りで美しい

山を楽しみたいですね。

9 . 1 2  快晴の夕張岳頂上で

　8月14日（土）お盆でしたが、ＪＡＣの高山植物パトロールも兼

ねて黒岳に6人で登りました。久しぶりに晴れたこの日、たくさん

の登山者でにぎわっていました。黒岳までは７合目からは1時間。

黒岳石室から桂月岳までは15分の近さ。表大雪の山々が雄大です。

今、話題の山ガールのカラフルなスタイルがまぶしい。

　桂月岳では、揃ってオレンジのＴシャツの東北大学ワンゲル部の

学生達が１週間かけて大雪縦走中でした。真っ黒に日焼けした青年

たちが、90Ｌの大きなザックを背負い歩く姿、頼もしかったです。

写真・仲俣善雄さん

-4-



日本海が見える山、ヤンカ山と乙部岳

絶景の頂上、昆布岳

　ＪＡＣのお月見山行で10月2～3日、ヤンカ山と乙部岳に登りま

した。登山道の下見から時間配分、芋煮のもてなしなど道南地区

の会員さんにお世話になりました。

　2日晴れ。札幌や、東京など各地と道南地区から25人が熊石に

集合し、ヤンカ山登山口を１２時半に出発。東側コースから滝の

沢コースを一巡しました。ヤンカとはアイヌ語で「海からそそり

立つ所」を意味するそうです。小さな山ながら、熊石から見える

崖状に切れた山は印象的です。

いきなりの急登に少したじろぎましたがミズナラの林が美しく、どんぐりがたくさん落ちていました。

広葉樹のやさしい林が気持ち良かったです。登山道は狭いですが、迷うところはありません。東京から

いらしたＨ賀さんが、形のいいどんぐり指に挟み、熊もびっくりするような指笛を披露すると、仲間も

次々と唱和して進みました。まだあまり時間がたっていないと思われる大きな熊の糞が、登山道の真ん

中にたくさんありました。展望の乏しい細尾根の樹林を登りきると前ヤンカでした。１4:15。冷水岳、

白水岳が広がっていました。鋭く屹立した雄鉾岳も見え、迫力ある展望に感激しました。大休止とし、

ヤンカ山頂上は14:50。熊よけの鐘を鳴らし記念撮影をして、滝ノ沢コースを下山。このコースはブナ林

が多く、ブナの木の間から穏やかな日本海が見えます。厳しい下りでむしろ登りよりも大変でした。最

後の急斜面を下ると右手に滑滝が見えホッと安堵。16:35。林道跡の道を辿って登山口に16:50。619ｍ

の山とは思えない厳しく変化に富んだ山を満喫しました。  

　3日曇り。泊まった光林荘を6:30出発.。乙部岳登山口を7:15出発で尾

根コースを登り、下山は姫待峠まで車道を歩き短縮しました。乙部はアイ

ヌ語でオ・ト・ウン・ぺ（河口に沼がある川）の意味です。義経伝説ゆか

りの山だそうです。義経は乙部岳を越えて北に向かい落ち延び、静御前が

義経を待ちわびた峠を姫待峠、結局会えずに悲嘆にくれて身を投げた川が

姫川と 乙部の人々が名付けたとのこと。 

　ブナ林のやさしさに励まされて急斜面をジグを切って登っていきます。

前日のヤンカで急斜面の歩きに慣れたせいか苦にはなりません。中腹まで

来るとると見晴らしが良くなり緑と黄色のパッチワークの紅葉が美しい。紅葉

は始まったばかりです。最近、笹刈りもされて（Ｒ観光が森林管理所に申し入

れをして合同で刈ったそうです。）憩岩分岐に10:13。ここで大休止。熱いコ

コアが美味しかったです。ネマガリダケに覆われた山腹の登山道はきれいに笹

刈りされて歩きやすかったです。なんとか半日は天気が持ってくれそう。頂上

からはうっすらと駒ヶ岳が見えました。雨量観測所のドームが山の風情を壊し

ていて残念。立派な看板のある乙部岳に10:50でした。姫待峠までの管理道路

を1時間歩き、12：05登山を終えました。待っていたのはＫさんが作ってくれた芋煮でした。里芋、大

根、キノコ、牛肉、こんにやく、にんじん、ごぼう、長ネギと具材たっぷり。心も体もあったまりまし

た。美味しかったです。

　2日間雨にも当たらず、道南の山を満喫しました。Ｕさん、Ｋさん、道南地区会員の皆さんありがと

うございました。       

1 0 . 3 乙部岳を望む

大好評の芋煮

　山名はアイヌ語でトコンポヌプリ（小さなこぶ

山）とか、コンポヌプリ（昆布？の山）の説もあ

りはっきりしません。鋭く天を突く姿が登ってみ

たくなる山のひとつです。私は２度目です。

　9月30日（木）に山仲間7人で登りました。登

山口を8:50出発。5合目までは変化の乏しい林道

跡の登山道を進む。5合目から少し下って右手にめがね岩が現れます。大きな空洞になっていて眼下に

洞爺湖が見えていい眺めです。8合目からは本格的な登りです。9合目からは岩場や崩壊地を乗り越えて

行くと頂上はすぐでした。立派な昆布岩の標柱が迎えてくれました。頂上11:55。平日でしたが、3組

の登山者がいました。羊蹄山やニセコ連山、洞爺湖や有珠山が眼下に見渡せ、秋の空気は澄んで美味し

い。至福のランチタイムでした。頂上を12:45出発し登山口は14:40。素晴らしい登山日和でした。

昆布岳を望む

9.30

美しい羊蹄山をバックに
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エレーヌ・ベールの日記

エレーヌ ・ ベール 著 　 飛 幡 祐 規 訳

岩 波 書 店 　 2 8 0 0 円 ＋税

　ナチス・ドイツの占領下でエレーヌは日記を付け始めます。ユダヤ系フランス人。ソルボ

ンヌ大学の英文学専攻の大学院生でした。エレーヌは自分たちをとりまく歴史的不幸を書き

記すことを自らの使命と信じて、魂をこめた日記を愛するジャンに宛てて綴ります。

　60年以上たった2008年にフランスで出版されると大きな反響を呼び、20数ヵ国で翻訳されました。

　エレーヌは当時21歳。裕福な家庭で育ち、聡明で美しい女性でした。ユダヤ人に対する迫害が強まったパ

リにとどまり、家族を失ったユダヤ系の子どもたちの世話やかくまわせる活動を続けました。1944年3月、

両親と共に自宅で逮捕され、アウシュビッツ強制収容所に送られます。両親が殺された後、ドイツの別の収

容所に移送され、解放される数日前に24歳で非業の死を遂げました。

 1942年5月、ナチス・ドイツはユダヤ人に黄色い星を着けるように強制します。6月4日の日記には「身につ

けまいと決めていた。それが恥辱であり、ドイツの法律への服従の証だと考えていたから」。でも思い直し

ます。「他の人たちがそうするのなら、自分がしないのは卑怯だと思う。もし身につけるなら、それがどう

いうことか人々によく見えるように、私は常にとてもエレガントで、とても堂々としていたい。私は一番勇

気ある行動をしたい」と記します。6月8日の日記には「ああ神さま、こんなに辛いことだとは思っていなか

った。一日中、私はすごく勇敢だった。しゃんと背筋を伸ばして、人々の顔を真っ正面からとてもしっかり

見つめたので、みんな目をそらした。でもなんて辛いんだろう」。黄色い星に具現される残忍さが手に取る

ように伝わってきました。

　序文をノンフィクション「1941年。パリの尋ね人」の著者、パトリック・モディアノが書いています。パ

リの尋ね人は銀河通信94号（1998年12月発行）で紹介しました。実在したユダヤ系少女の軌跡を辿ったよう

に、エレーヌが歩いた道を辿っています。パリのオアシスのような場所で悪が侵入していた事実。パリに行

く機会があったら、クロード・ベルナール通りとヴォクラン通りを歩いて見たい。

　エレーヌの恋人ジャンはフランス解放軍に参加するためにパリを去ってしまいます。エレーヌは自分が死

んだらジャンに渡して欲しいと一家の料理人に日記を託すのです。守るべきものは、自分の魂と記憶なのだ

と、ユダヤ人迫害の事実を記し始めます。ナチスの残虐さに怒り、キリスト教とユダヤ教について考察し、

戦争の愚かさを告発しています。身に迫る危機を感じながら、文学を愛し、哲学的な思索を深めた精神の気

高さと意志の強さに感銘を受けました。

　家族や恋人と過ごした頃の幸せな写真や、子どもたちの世話をしていた頃の写真が収められていてその頃

の日記に「子どもみたいに優しく揺さぶってほしい。小さい子どもたちの世話をしているこの私を、これが

済んだら、優しさをいっぱい、いっぱい欲しい」とありエレーヌの未来を断ち切られた無念さに胸がいっぱ

いになりました。是非、多くの読者に読んでもらいたいです。

＜島＞に戦争が来た 加 藤 幸 子 著 　 新 潮 社  1 6 0 0 円 ＋税

　東京の南方300キロの太平洋に浮かぶ八丈島が舞台です。戦時中、帝都防衛のため本土

から駐屯した兵隊は3万人。強制連行された朝鮮人が働かされていました。

　5年前に加藤さんが八丈島を訪れ、戦争に巻き込まれた島の歴史を知りました。本書は

あまり知られていない史実をモデルに3代にわたる命のつながりを見つめます。

  第1章は太古の昔からの島の成り立ちを鳥の目で描きます。第2章は島民の少女キヨと朝

鮮から連行され、強制労働をさせられている青年インスとの恋を描く「戦争が来た」。第
3章は戦後64年を経た島を取材する女性カメラマン、有希とインスの孫である島の獣医、明彦との出会いが

描かれます。

　司令部を置く巨大な地下壕や、飛行場、道路の建設に強制連行された朝鮮人が従事させられたのです。軍

隊のために、島民は東京などに強制的に疎開させられます。

　小説では疎開船に乗った島民やキヨの母らが、魚雷に当たって船が沈没。命を失います。残されたのはキ

ヨでした。米軍は、島を尻目に本土空襲を続けました。戦争は戦場だけではなかったこと。戦争のために島

民は翻弄され、強制連行された朝鮮の人たちは栄養失調やチフスなどで亡くなったことを知りました。

　運命に翻弄されながらも結びついて行こうとするキヨとインスの愛がすがすがしい。加藤さんの描く主人

公は偏見がなく、まっすぐな女性が多いなといつも思います。たくましく生き抜こうとするインスにまっす

ぐなまなざしを注ぐキヨは加藤さんの分身のようです。1章の森に住む翼をもつ者の目は時空を超えて未来

を見通します。インスとキヨの出会いは64年を経てつながっていました。国や民族の壁を壊して結びつく個

人が増えていけば、戦争はなくなる力になるとの加藤さんの思いが詰まった小説です。
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ある晴れた日に 加藤周一著　岩波現代文庫　900円＋税

　加藤周一氏は昨年89歳で亡くなるまで、「言葉と戦車」や「私にとっての20世紀」等、170

冊以上の著書を残し、日本を代表する知識人として発言を続けてきました。

　小説としての処女作が本書です。戦中、著者は徴兵猶予になり、東京空襲の際には、医師と

して救援に当たりました。本書は太平洋戦争の日々を主題とし、戦争に非協力を貫く医学生、

土屋太郎を主人公に、登場人物それぞれにとっての戦争末期から敗戦までの日々を描き出して

います。

　戦時下、突然の召集令状であれ、空襲によってであれ、自分の命の危険を常に感じながら青春を過ごした

著者の戦争の非人間性を生涯にわたって訴え書いてきた原点がこの小説に凝縮されています。再録された序

文で渡辺一夫氏は「銃後における人間性の圧殺に対する抗議証言にもなるという点で忘れがたい」と書いて

います。

「ある晴れた日に戦争は終わった。1945年8月15日の青空と輝く白い雲を私は複雑な気持ちで眺めたが、そ

の気持ちを物語の形で明らかにしようと試みたのがこの小説である。ー私はこの小説を戦争で傷ついた若い

日本国民のすべてに捧げたいと思う」。あとがきから。「九条の会」の先頭に立ち、憲法改悪の動きに敢然

と反対し、平和憲法のかけがえのなさを語り続けた心の底に脈打つ思いが伝わってきました。

「パリ20区、僕たちのクラス」

「闇の列車、光の旅」

フランス・　ローラン・カンテ監督

アメリカ・メキシコ
キャリー・ジョージ・フクナガ監督

　舞台はパリ20区にある中学校。移民の多い地域で、中国、ア

ルジェリア、マリなどさまざまな民族の生徒たちと教師との授

業風景が描かれます。08年、カンヌ映画祭でパルムドールを受

賞しました。
　教師役は原作者のフランソワ・ベゴニー自身が演じ、24人の生徒は7ヶ月のワークショップを経て選ばれ

た少年、少女で演技経験はありません。子どもたちの素のままの動きや会話はドキュメンタリーのようでし

た。監督の意図もそこにあったようです。「学校の生き生きした様子を是非描きたかった。混沌として、誰

が中心人物かも分からない。それが少しずつ形を持ち、意味をなしてくる。そんな描き方をしたかった」と

語っています。

　国語教師のフランソワは美しいフランス語を教えようと悪戦苦闘します。雑然として、なかなか授業が始

まりません。教師は時には怒り、生徒の反発もありますが、絶対に排除はしません。教師は生徒を信頼し続

け、言葉による理解と知性による批判、思考を訴えるのです。教師と生徒が平等にわたりあい、民主主義が

どんなふうに作られていくのか。こうした学校生活から学ぶのだなーと理解できました。

　言葉を教える教師が、はずみで言った言葉で、生徒から批難される場面。女子生徒のほうに問題があるの

は見ている側には分かるのですが、日本の教育現場だったらどうなるんだろうと考えさせられました。1年

を通して、子どもたちも少しずつ変化していきます。授業で何を学んだかと教師が問い、答える生徒たちの

成長した笑顔。何も学ばなかったと答える生徒。教育の営みの尊さと厳しさがリアルです。必ずしも理想通

りにいかなくても、教師と生徒達が創り上げていく授業に感動しました。

　夫も中学の理科教師です。実験の準備をして出かけて行きます。「実験上手くいったよ。生徒の反応が良

かった」と話すことがあり、授業風景を想像しながら観ました。

　移民の少女サラは父と叔父と共にホンジェラスからメキシコを経てアメリカ

のニュージャージを目指します。メキシコからは貨物列車に乗るという危険な

長旅です。サイラとギャングの少年カスペルとの淡い恋も描かれます。

　この作品でデビューしたフクナガ監督は日系アメリカ人。彼は不法移民を仲

介するギャングのメンバーに刑務所で取材。実際に貨物列車に乗って一夜を明

かす経験をして移民の実態を調査したそうです。移民の人々は何故危険を冒してまでも国境を越えようとす

るのか？飛行機に乗るゆとりさえもない貧しさから、豊かな国を目指して不法移民にならざるを得ない現実

がありました。

　サイラとカスペルは国境警備隊の目をかいくぐり、組織の待ち伏せを交わしながら命がけで国境を目指し

ます。絆を深め、サイラとならまっとな人生を送れるのではと希望がともります。しかし、ギャングの追っ

手は迫っていました。サイラだけでも幸せになって欲しい。私もサイラの無事を祈りながら画面を見つめま

した。サイラのカスペルに寄せる純粋さがまさに闇を照らす光となって、これからの苦難にも立ち向かうだ

ろうと感じました。

　まだ世界のあちこちで、移民の過酷な現実があることに胸が痛みました。
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「扉をたたく人」

「瞳の奥の秘密」

アメリカ・トム・マッカシー監督

スペイン・アルゼンチン　

ファン・ホゼ・カンパネラ監督

　仕事への情熱を失い、心を閉ざして生きている大学教授のウォルター（リ

チャード・ジェンキンス）が善良で明るい移民のタレクと出会い、ジャンベ

（アフリカン・ドラム）のたたき方を教えられて生き方を変えて行く物語で

す。

　他人の事情になど関心がなかったウォルターがジャンベをたたくことで心

躍らせ、新しい自分と新しい世界に目を開かれていきます。その心の動きを深みのある演技で表現してい

ました。かつては能面のようだったウォルターが、街頭でジャンベを楽しそうにたたく場面が印象的でし

た。楽器は人を解放する力があるのですね。

　物語は後半、ウォルターの小さな不注意からタルクが警察に拘束され、シリアに強制送還されてしまう

とういう問題にまで発展します。ウォルターはタレクの救出に全力を尽くすのですが・・・・。

 9.11以降のアメリカの移民への不寛容な現実も描かれます。

　大学の講義は単調で、妻には先立たれ、子どもたちとも疎遠だったウォルターが、ジャンベに惹かれる

意外性や手でたたくというそれだけのことで世界が広がっていく。奥行きがあって心に響きました。ジャ

ンベの響きはアメリカの現実の扉をもたたいているようです。

　裁判所を定年退職したベンハミン（リカルド・ダリン）は25年前の殺人

事件の真実を明らかにする小説を書き始めます。かつての上司イレーネ（

ソルダ・ビジャミル）を訪ね、闇に葬られた事件と二人の愛を過去と現在

を交差させながら描きます。

　1974年、ブエノスアイレスで銀行員の妻が殺されました。ベンハミンは

事件を追い、真犯人をつきとめるのですが、当時の軍事独裁政権前夜の腐敗した政治状況の中で、犯人は

釈放されてしまいます。愛していたイレーネとの別離を決定的にした事件でもあったのです。真理を明ら

かにすることは過去と向き合うことでもありました。

　裁判所が事件を追う展開が興味深かったです。ミステリーとラブロマンスが交差して、事件の結末と二

人の恋はどうなるの？とハラハラしながら最後まで飽きずに引っ張っていってくれました。

　私はどんな映画も、希望が見えるものが大好きです。ラストの描き方もgood！でした。
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購読料をありがとうございます

8.9～10.2 （敬称略）

9.18 オープンした知里幸恵　

銀のしずく記念館で

安川誠二（札幌市）5000円（カンパ含む）津

村靖代（札幌市）2000円　小枝正人（東京大

田区）3000円（18号分）　大庭保夫（加賀市

）5000円（カンパ）沢田正（広島市）40,00

0円（カンパ含む）　蓬田三枝子（札幌市）2

000円（カンパ含む）　武田一生（岩見沢市

）3000円（カンパ含む）西山泰正（江別市）

2000円（カンパ）　東直美（札幌市）1000円

佐藤民枝（札幌市）5000円（カンパ含む）　

水尾君尾（夕張市）3000円（18号分）　村上

力（釜石市）3000円（カンパ含む）　岡田秀

二（北広島市）2000円（カンパ）　秦野公彦

（安平町）1000円　芳賀孝郎・淳子（千葉市

）2000円（カンパ）

カンパとあるのはウェブで読み郵送を希望し

ない読者です。

小野純江（東京・練馬区）切手1200円分　大

久保フヨ（北広島市）切手2400円分　秦野公

彦（安平町）切手800円分　合計79.000円と

切手は印刷と送料に使わせて頂きます。あり

がとうございます。

また作家の加藤幸子さんからは著書「島に戦

争が来た」を寄贈いただきました。本の紹介

をさせて頂きました。読者の方々にも読んで

頂けたら嬉しいです。

編集を終えたところで、日本人のノーベル化学

賞のニュースが飛び込みました。お一人は北海

道出身です。これをきっかけに理科好きの子ど

もたちが増えるといいですね。

拙い本の紹介ですが、手書きの時代も含めると

300冊近くになりそうです。暇な時に入力して

本だけを集めた1冊の本にまとめたいなと思っ

ています。（みな子）



市民フォーラムにご参加ください！

　北海道高山植物盗掘防止ネットワ

ーク委員会は今年の春の総会で名称

が変わりました。北海道高山植物保

護ネットです。代表は小野有五さん

から大原雅さんに、事務局長はアポ

イ岳ファンクラブの水野洋一さんで

す。私もたったひとりで事務局を担

っていましたが、さっぽろ自然調査

館の渡辺さんらと一緒に事務局を担

うことになりました。

　すてきなチラシはさっぽろ自然調

査館の作成です。お花の写真は植物

写真家の杣田美野里さんです。さま

ざまな視点からお花畑はいま・・・

北海道の高山帯が直面している問題

について紹介します。

　また地域からの報告では夕張岳で

のエゾシカ対策、利尻での登山道補

修、梅沢レポートなど、各地の現況

・活動についての話題などの紹介を

予定しています。

　是非たくさんのご参加をお願い致

します。

いのち、咲き・・・
吉岡しげ美音楽詩コンサート

　吉岡しげ美さんは1977年より、与謝野晶子、茨木のり子、新川和江など日本の

女性詩人の詩に曲をつけ、ピアノの弾き語りを始めました。

　私と吉岡しげ美さんとの出会いは時計台ホールでの金子みすゞの詩や知里幸恵の

アイヌ神謡集を歌ったコンサートでした。詩が、曲をつけて歌うことによって、よ

り深く心に届き感動しました。なかなかお会いする機会はありませんがそれ以来の

おつきあいです。１年前に大病をされました。コンサート案内チラシにはこうあります。「いのちと向

き合い、いのちを感じ、いのちを想う。たくさんのあたたかいいのち、いのちとともに・・・今日も、

明日も・・・。愛、ゆたかに、いのち、ゆたかに」。

　東京サントリーホールでコンサートを開きます。東京やその周辺にお住まいの読者のみなさま、どう

ぞ足をお運び下さい。きっと心に響きますよ。

　とき：11月16日（火）　開場18:30/開演19:00

  会場：サントリーホール

　入場料：6.000円　　問い合わせ・チケット申し込み　ＴＥＬ03-3478-8818 ＦＡＸ03-3991-7973

  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉岡しげ美オフィスまで
-１０-

8.14 桂月岳で大雪縦走中の大学

生たち
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